
  

 

  

☑
仲
間
を
守
り
要
求
実
現
！
秋
の
拡
大
月
間
（
右
面
つづき
） 

 

「
く
ら
し
と
仕
事
・
命
の
砦
！
組
合
110
番
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
➊

納
税
の
猶
予
、
➋
国
民
年
金
の
免
除
／
猶
予
、
➌
月
次
支
援
金
／
支
援
給
付

金
、
➍
月
次
支
援
給
付
金
、
➎
健
康
保
険
の
減
免
、
➏
雇
用
調
整
助
成
金
、

➐
休
業
支
援
金
・
給
付
金
、
➑
生
活
支
援
貸
付
／
支
援
金
、
➒
生
活
保
護
、

➓
何
で
も
相
談
、
に
つ
い
て
説
明
が
の
っ
て
い
ま
す
。
困
っ 

て
い
る
仲
間
の
現
状
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、
当
て
は
ま
る 

選
択
肢
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
命
綱
）
は
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。 

＊
組
は
組
合
員
、
未
は
未
加
入
者

組
① 

拡
大
行
動
で
『
相
談
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
渡
す
か
ら
、
困
っ
た
ら
組
合
に
相
談
し
て
』 

組
② 

群
会
議
で
『
困
っ
て
る
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
見
て
み
て
』 

未
① 

現
場
の
休
憩
時
間
に
『
組
合
で
支
援
金
申
請
し
た
け
ど
、
お
前
は
？
』 

未
② 

現
場
の
帰
り
道
に
『
組
合
110
番
っ
て
、
色
々
な
情
報
が
の
っ
て
て
助
か
る
よ
』 

未
③ 

建
設
業
の
知
人
へ
『
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
組
合
を
紹
介
す
る
よ
』 

拡
大
は
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
“
チ
ョ
コ
っ
と
” 

ず
つ
や
れ
ば
、
そ
れ
で
充
分
。
何
が
で
き
る
か
群
の
み
ん
な 

で
話
し
合
い
☑
を
つ
け
て
群
会
議
で
出
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

□
未
加
入
者
を
紹
介
す
る 

□
拡
大
行
動
に
参
加
し
て
組
合
員
の
仲
間
を
訪
問
す
る  

□
ポ
ス
タ
ー
や
立
看
板
を
家･

店
に
飾
れ
る 

□
相
談
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
未
加
入
の
仲
間
へ
渡
す 

□
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
す
る 

□
未
加
入
者
に
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
る 

【
夜
間
行
動
】
9
月
…
□
22
日(

水) 

□
29
日(

水) 

□
30
日(

木) 

 
 

 
 

 
 

10
月
…
□
8
日(

金) 

19
時
半
～
セ
ン
タ
ー 

 

【
日
曜
行
動
】
□
10
月
17
日(

日) 

時
～
セ
ン
タ
ー 

 

【
昼
間
行
動
】
□
9
月 

日( 
) 

□
9
月 

日( 
) 

時
～
セ
ン
タ
ー 

☑
「
予
算
要
求
は
が
き
（
東
京
都
宛
て
）
」
回
収
の
月 

 
 

今
月
は
、
先
月
配
布
し
た
「
土
建
国
保･
予
算
要
求
は
が
き
」 

回
収
の
月
。
予
算
の
増
減
は
直
接
私
た
ち
の
土
建
国
保
料
に
影 

響
し
ま
す
。
100
％
や
り
き
り
、
予
算
満
額
確
保
を
「
み
ん
な
の 

力
」
で
勝
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。 

＊
9/24
支
部
必
着 

☑
仲
間
の
命
と
健
康
を
守
る
「
日
曜
集
団
健
診
」 

 
 

 

秋
の
日
曜
健
診
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
は
お
早
め
に
。 

【
と
き
】
10
月
31
日
（
日
）
…
10
月
14
日
（
木
）
申
込
〆
切 

□
練
馬
支
部
会
館
（
250
人
） 

□
練
馬
第
一
診
療
所
（
100
人
） 

□
練
馬
第
二
診
療
所
（
80
人
） 

□
大
泉
生
協
病
院
（
142
人
） 

【
と
き
】
11
月
21
日
（
日
）
…
11
月
2
日
（
火
）
申
込
〆
切 

□
練
馬
支
部
会
館
（
100
人
） 

【
と
き
】
12
月
5
日
（
日
）
…
11
月
15
日
（
月
）
申
込
〆
切 

□
島
村
記
念
病
院
（
50
人
）
＊
女
性
健
診 

□
大
泉
生
協
病
院
（
142
人
） 

＊
10/31
支
部
会
館
は
託
児
所
あ
り 

＊
各
カ
ッ
コ
内
は
定
員 

＊
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了 

☑
就
業
実
態
調
査
！
提
出
は
お
済
で
す
か
!? 

 
 

 
 

就
業
実
態
調
査
は
、
す
で
に
対
象
者
へ
案
内
を
発
送
し
て
い 

ま
す
が
200
人
が
未
提
出
で
す
。
保
険
証
の
更
新
に
も
関
わ
る 

重
要
な
調
査
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
お
願
い
し
ま
す
。 

☆
今
月
の
「
署
名
」
協
力
の
お
願
い
☆

 

９
条
改
憲
の
動
き
に
終
止
符
を
打
ち
、
憲
法
を
生
か
し
、
平 

和
・
人
権
・
民
主
主
義
、
生
活
の
向
上
が
実
現
す
る
社
会
を
求 

め
て
、
今
月
の
群
会
議
で
署
名
に
取
り
組
み
ま
す
。 

…
【
群
5
枚
（
５
人
連
記
）】 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

群会議報告書へ仲間の悲痛の叫びが後を絶たない！＊今年度群会議報告書より抜粋 

「4人に 1人の仲間は、かなり仕事がない状況。色々な面で悩んでいる…（4 月）」 

「つらい…。お金はなかなか増えず、みな生活は厳しい…（5 月）」 

「現場の中止や延期で、仕事がなく生活の継続が難しい…（6 月）」 

「仕事がなく在宅が増え、家庭不和で家にもいづらい…（7 月）」 

「6ヶ月仕事がなく脱退することになるかもしれない…（8 月）」 
 

いまだ収束のみえないコロナ禍、そして追い打ちをかける資材不足で、仲間の

くらしと仕事の苦しみ、先々の不安は極限状態にあると言えます。毎月の群会議

報告書（上記）には、悲痛の叫びが多く寄せられ、いつ明けるかも分からぬこの

非常事態をじっと耐えしのいでいる仲間が多く存在していることは明白です。 

そのような本当に苦しんでいる仲間は、黙って組合から去っていき、さらに孤

立してしまう恐れがあることからも、私たち東京土建が“誰ひとり取り残さない”

という強い姿勢で全組合員対話運動に取りくんでいく必要があります。 

☑仲間のくらしと仕事は限界に！こんな時こそ組合の出番！  

組合のなかに、どこに相談すればいいのか悩んでいる仲間、制度自体を知らな

いまま申請期限をむかえてしまう仲間が身近にいます。 

組合では、様々な制度の相談・申請をとおして仲間の「受 

け皿」となるため、＜くらしと仕事・命の砦！組合 110番＞ 

リーフレットを作成しました。この秋の拡大月間は、このリ 

ーフレットを手に、組合内外の仲間と対話（口コミ）をとお 

して、困ったら「とにかく組合へ相談」を大きく広げていきましょう。 

☑もう我慢できない！許せない！政治を変える絶好の機会！  

この人災ともいえるコロナ危機の元凶はまぎれもなく政治にあります。補償な

き休業要請、国民には自粛を押しつける一方で「金と利権」を優先し、世論に耳

も傾けず東京オリパラの開催を強行した結果、感染爆発を招いた責任。これまで

自公政権が推し進めてきた社会保障切り捨てにより、自宅療養という名の「自宅

放置」は全国 13 万人、東京 1 万 2 千人、練馬 1,400 人にのぼるなど、医療崩壊

や保健所機能不全を招いた責任。小泉内閣以降すすめられてき 

た構造改革と規制緩和によって格差と貧困を広げた責任。 

これら全ての政治責任は、首相の辞任だけでは済まされず、 

トップを変えても組織の根本が変わることは望めません。来る 

秋の衆院選は私たちのくらしと仕事を大きく転換させ、平和で豊かな日本を取り

戻す最大のチャンスとなります。 

秋の拡大月間でとりくむ全対話運動では、くらしと仕事に直結す 

る政治・選挙についても話題にし、棄権することなく、私たち国民 

の最大の権利であり、意思表示となる選挙の投票を呼びかけます。 

 

◆
あ
い
う
え
お 

 

＊分会センターや地域集会所を活用する群会議や諸行動は 3 密が避けられる運営と、マスク着用・手洗い・うがい・アルコール消毒など感染予防対策の徹底をお願いします。 

 



 

 

9/22・10/4 の午後は書記局会議のため、支部事務所を閉

めさせていただきます。ご協力お願いします。 

組合活動 機関会議 地域 その他

14 火 憲法学習会（小森陽一・雨宮処凛）

15 水

16 木

17 金 会館管理委員会

18 土 後六役会議

19 日 総がかり行動

20 月

21 火 納入日　　財政部会

22 水 拡大統一行動　　拡大推進委員会

23 木

24 金
本部登録
社保協・各界連大規模駅頭宣伝

賃金ＰＡＬ合同部会
仕事対策部会

25 土

26 日

27 月 分会長会議

28 火 インボイス学習会③ シニア役員会

29 水 拡大統一行動

30 木 拡大統一行動　　臨時登録日

組合活動 機関会議 地域 その他

1 金 中執　　組織部会

2 土
「希望は憲
法」歌と講演

3 日
秋の活動者会議後半戦
　「秋の拡大分会経験交流集会」

4 月

5 火 企業交渉従事者会議（WEB開催） 四役　　後継者部会

6 水 憲法駅宣 常任　　主婦四役

7 木 アスベスト東京2陣第一回期日 執行委員会　　主婦役員

8 金 拡大統一行動 教宣部会

9 土

10 日 六役会議

11 月
本部シニア活動者会議　　法律相談
大手現場従事者交流会 脱原発駅宣

12 火 分会執行委

13 水 分会執行委

14 木 いのちを守る10.14行動

15 金

16 土

17 日 日曜拡大行動

書記局会議・・・午後、事務所閉まります

１０月

書記局会議・・・午後、事務所閉まります
共済推進兼厚文部会

９月

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

☑次回の「無料法律相談（弁護士対応）」       
【とき】10月 11日（月）午後 3時～ 

【内容】仕事からプライベートまで何でも個別相談 

【ところ】練馬支部会館 【申込】予約は支部担当者まで 

▲ちょっと待った！毎年 15 万円の増税も▲ 

☑インボイス学習会（連続講座）参加者募集    
2023 年 10 月から導入が狙われる「インボイス制度」は、

免税事業者（売上 1,000 万未満）が取引から排除されるおそれ

から、ひとたび課税事業者になれば毎年 15万円 

（平均）の増税になると言われている大変危険な 

制度です。学習して反対の声を広げましょう。 

【とき】9月 28日（火）午後 7時 30分～練馬支部会館 

【内容】おさらい、導入阻止に何が必要？【参加費】無料 

○日程決定！「今年の思い出」はこ･れ･だ○ 

☑わくわく後継者世代大交流会 in こもれびの森ｲﾊﾞﾗｲﾄﾞ 
子育て世代向け目玉企画！こんな時だからこ 

そ大自然に触れあい、大人も子どもも同世代の 

仲間と大交流。家族みんなで「今年の思い出」 

を作りましょう。もちろん単身者も大歓迎！ 

【とき】11月 14日（日）午前 8時～午後 6時 

【ところ】こもれびの森イバライド（茨城県稲敷市） 

【参加費】大人 3,000円/小中学生 1,500円 
（未就学児無料） 

【対 象】50 歳未満組合員とその家族 

【申 込】申込書を分会･群役員へ(定員になり次第〆切) 

☆政治を変える絶好のチャンス☆ 

☑衆院選に向けた私たち“東京土建”が掲げる要求 
 

格差と貧困をなくし、雇用の安定と働くルールの確立。

全国一律の最低賃金時給 1500円の実現。公契約条例制定

自治体を増やし都段階での法整備の推進を 

建設従事者の権利確立と処遇改善、人が育 

ち魅力ある建設産業への民主的転換。アス 

ベスト建材製造企業の責任追及、早期の補 

償基金創設と調査・除去費用助成制度を 

地域中小建設業者により一層官公需が回る仕組みづく

り、住宅改善の助成事業を普及すること。国内産材の安

定的供給、価格高騰解消に向けたウッドショック対策を 

憲法で保障された社会保障制度への転換。医療・介護・

保育・生活保護・年金などの社会保障を国の責任で拡充 

消費税 5％への減税と、中小零細業者の営業を直撃するイ

ンボイス制度の即時撤回。大企業優遇税制の抜本的是正 

コロナ対策に便乗した人権抑制の緊 

 急事態条項の創設と９条改憲阻止 

核兵器禁止条約の批准。人権・自由 

・団体行動を監視・制約する法制度の廃止・撤廃 

地球温暖化対策、原発再稼働反対、石炭火力発電廃止、

再生可能エネルギーへの転換で原発ゼロの実現 

コロナ対策の抜本的拡充。自粛と補償を一体とした中小

企業支援策の拡充。雇用調整助成金の特例措置の延長 

◇支部講習のお・し・ら・せ◇ 

☑「足場の組立等作業主任者講習」               
この講習は、建設キャリアアップシステムの能力評価に

おいて重要な要素となります。この機会 

に受講しましょう。 
【とき】11月 18（木）・19日（金）9時～ 

【ところ】練馬支部会館 

【受講要件】18 才以降の足場経験 3 年以上（足場特別講習の義

務化により経験年数の算入方法に注意＊要確認） 

【受講料】11,500円（資格取得祝金 12,000円給付＊要申請） 

【〆切】11/2（火）…定員になり次第締め切ります 

★本物の技術を身につけたい若者・させたい事業主は必見★ 

☑「東京建築カレッジ入学生」絶賛募集中！   
職業能力開発短期大学校東京（土建）建築カレッジは、

厚労省が認定したデュアル・システム（働きながら実践的に学

ぶ）の高度職業訓練（専門課程）です。本物の家づくりの技

術技能の基本を学び、建設のスペシャリス 

トとなる若年技能者を育成する学校です。 

▲事業主の皆さん必見▲ 

☑「無料・事業所セミナー」参加募集！        

講師を招いて人材確保に必要なことを学習します。 

 【とき】11月 17日（水）午後 7時～8時 30分 

＊会場はけんせつプラザ東京、または WEB 参加 

＊参加費は無料（申込・問合せは支部担当者へ） 
 


